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2広報きほく2025年9月号

目次 /今月の表紙 / #パシャリとキホク

クマの出没に注意！

紀北町長選挙のおしらせ

令和 7年 6 月定例会

国勢調査のおしらせ / マイナ救急のおし
らせ

子ども家庭支援員募集 /第 18 回紀北町
権兵衛の故郷走ろう大会白石湖ステージ
開催

定額減税補足給付金のご案内

子ども医療費窓口負担無料の対象年齢拡
大について / 不要品リユース事業協定の
おしらせ

Kihoku Playback

くらしの情報

けんこうの広場

図書室だより

戸籍の窓

にじいろスマイル
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広報きほく9月号

C O N T E N T S

今月の表紙 F r o n t  c o v e r  

広報きほく9 月号 ～ Content s ～

@ikkun623
2025 きほく燈籠祭

Instagramに「 #パシャリとキホク」をつけて投稿いただいた写真から毎月数点を選び、
翌々月発行の広報きほくに掲載します。どなたでも参加OK！投稿をお待ちしています！

広報きほく ×     Instagram 連動企画

今
月
の
写
真

（
７
月
中
の
投
稿
写
真
か
ら
選
び
ま
し
た
）

@yusei_fxsb
孫太郎

# パシャリとキ
ホクの詳細は町
ホームページを
ご確認ください。

2025きほく燈籠祭

夏の夜空に、色鮮やかな花火が咲き誇る「きほく

燈籠祭」が長島港で開催されました。今年は町制

20周年と四條畷市友好都市提携30周年を記念し、

両市町のキャラクター「きーほくん」と「くっすん」

の大燈籠が登場。花火との共演が、訪れた人々の

心に温かい思い出を刻みました。 

さ      と



3 広報きほく2025年9月号

　

近
年
、
全
国
各
地
で
ク
マ
に
よ
る

人
身
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
ク
マ

に
関
す
る
事
故
や
出
没
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

　

三
重
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
に

ま
た
が
る
紀
伊
半
島
は
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
生
息
域
で
あ
る
た
め
、
紀
伊

半
島
に
位
置
す
る
本
町
に
お
い
て
も
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

山
野
（
森
林
内
）
な
ど
に
立
ち
入
る

際
や
、
山
際
で
の
作
業
、
散
歩
な
ど

の
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音

の
す
る
も
の
を
携
帯
し
、
単
独
行
動

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

〇
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
人
の
存
在
を
知

ら
せ
、
人
を
避
け
る
行
動
を
と
ら
せ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

早
朝
や
夕
方
、
雨
や
風
の
強
い
日

に
山
野
（
森
林
内
）
な
ど
に
立
ち
入
る

際
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
早
朝
や
夕
方
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が

最
も
活
動
す
る
時
間
帯
で
す
。

〇
雨
や
風
に
よ
り
人
の
気
配
が
分
か

り
づ
ら
い
条
件
下
で
は
、
ク
マ
と
遭

遇
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

見
通
し
の
悪
い
場
所
に
不
用
意
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ク
マ
と
鉢
合
わ
せ
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

ク
マ
を
集
落
に
誘
引
す
る
、
生
ご

み
、
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
（
養
蜂
箱
）、

燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
、
混
合
油
な
ど
）
の

適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
生
ご
み
は
収
集
日
当
日
の
朝
に
決

め
ら
れ
て
い
る
収
集
場
所
に
臭
い
が

漏
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
袋
の
口

を
閉
め
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
（
養
蜂
箱
）
に
あ

る
ハ
チ
ミ
ツ
は
、
ク
マ
を
引
き
寄
せ

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
巣
箱
の
設
置

場
所
な
ど
を
含
め
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

〇
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
、
混
合
油
な
ど
）

の
匂
い
は
、
ク
マ
を
引
き
寄
せ
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
保
管
場
所
な
ど
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

や
ぶ
を
刈
り
払
い
、
ク
マ
が
出
没

し
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
か
ら
目
を
離
さ
ず
に
ゆ
っ
く

り
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
そ
の
場
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。

〇
背
中
を
見
せ
た
り
、
走
っ
て
逃
げ

る
と
ク
マ
に
攻
撃
さ
れ
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

ク
マ
が
襲
っ
て
き
た
ら
、
避
難
ま

た
は
防
御
姿
勢
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

〇
建
物
や
車
の
中
へ
避
難
す
る
、
防

御
姿
勢
（
首
の
後
ろ
で
両
手
を
組
み
、

う
つ
ぶ
せ
に
な
る
。）
を
と
る
、
ク
マ

ス
プ
レ
ー
を
噴
射
す
る
な
ど
し
て
身

の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〇
体
長　

１
１
０
〜
１
４
０
㎝
（
成

獣
）

〇
体
重　

30
〜
１
０
０
㎏
（
成
獣
）

〇
特
徴　

全
身
が
黒
い
体
毛
に
覆
わ

れ
て
い
ま
す
。
足
は
速
く
、
時
速
40

〜
50
㎞
程
度
。
嗅
覚
、
聴
覚
が
発
達

し
て
い
ま
す
。
爪
が
発
達
し
、
木
登

り
が
得
意
で
す
。

〔
春
〕
若
い
オ
ス
の
出
没
が
増
加
し
ま

す
。（
若
い
ク
マ
が
母
グ
マ
か
ら
離
れ

る
時
期
）

〔
夏
〕
オ
ス
が
メ
ス
を
求
め
て
行
動
圏

を
広
げ
ま
す
。（
普
段
、
ク
マ
が
出
没

し
な
い
地
域
で
出
没
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。）

〔
秋
〕
冬
眠
に
備
え
て
、
食
欲
が
増
す

時
期
で
す
。
多
く
の
餌
を
求
め
て
行

動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

〔
冬
〕冬
眠
、出
産
の
時
期（
一
般
的
に
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
１
年
半
子
育
て
し

ま
す
。）

　

三
重
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
県
内
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没

情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
農
林
水
産
課

℡（
46
）
３
１
１
６

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

町からのおしらせ　～ Information ～

ク
マ
の
出
没
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

「
ク
マ
と
遭
わ
な
い
」

た
め
に

「
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
」

た
め
に

「
も
し
も
、
ク
マ
と

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
」

「
三
重
県
に
生
息
す
る

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
」
の
生
態

「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
」

に
関
す
る
情
報

出没情報は
こちらから



4広報きほく2025年9月号

町からのおしらせ　～ Information ～

任
期
満
了
に
よ
る
紀
北
町
長
選
挙

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10
月
21
日
（
火
）

日
時

10
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

場
所　

町
内
30
カ
所
の
投
票
所

日
時

10
月
22
日
（
水
）
〜

25
日
（
土
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

〇
町
民
ホ
ー
ル
（
役
場
本
庁
１
階
）

〇
海
山
総
合
支
所
１
階
会
議
室

日
時

10
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
後
８
時
〜

場
所

東
長
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

※
開
票
確
定
速
報
は
、
行
政
放
送
番

組
に
お
い
て
、Ｌ
字
テ
ロ
ッ
プ
が
終
了

し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
よ
り
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
変
更
し
ま
す
。

日
時

９
月
25
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

紀
北
町
役
場
本
庁
２
階

　
　
　

２
０
１
会
議
室

日
時

10
月
15
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
時
に
時
間

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所　

紀
北
町
役
場
本
庁
２
階

　
　
　

２
０
１
会
議
室

日
時

10
月
21
日
（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　

紀
北
町
役
場
本
庁
２
階

　
　
　

２
０
１
会
議
室

18
歳
以
上
の
方
（
平
成
19
年
10
月
27

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
令
和

７
年
７
月
20
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

紀
北
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方

※
選
挙
の
当
日
ま
で
に
町
外
へ
転
出

し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※
投
票
方
法
な
ど
の
詳
細
は
広
報
き

ほ
く
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
本
庁
総
務
課
内
）

℡（
46
）
３
１
１
１

紀
北
町
長
選
挙
の
お
し
ら
せ

立
候
補
届
出
書
な
ど
の

事
前
審
査

投
票
で
き
る
方

当
日
投
票

期
日
前
投
票

告
示
日

開　

票

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
届
出

101010
プラス・テンプラス・テンプラス・テン令和７年度

紀北町紀北町

食事と運動の目標を決めよう！
目標クリアにチャレンジしよう！
両方クリアで１ポイント！

8か月間で”50ポイント”以上貯まったら、
ポイント数に応じて記念品をプレゼント！

1

2

3

4

5

チャレンジ参加方法

5/１ ～令和令和
7年 木 12/31水
今年度のチャレンジ期間は1回（8か月間）です！

ちょい減らし＋ちょい減らし＋ちょい減らし＋
！！チャレンジチャレンジ！！チャレンジチャレンジ！チャレンジ

今年から
リニュー
アル！

きーほくん

　  詳しくは
町ホームページへ



6 月定例会報告

東
篤
布 

議
員

交
通
弱
者
へ
の
施
策

問
　

買
物
弱
者
、
高
齢
者
、
体

の
不
自
由
な
方
々
な
ど
の
交

通
弱
者
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
、

他
市
町
と
比
較
し
て
ど
う
か
お
聞
き

し
ま
す
。

答　
町
長　
本
町
で
は
い
こ
か

バ
ス
で
障
害
者
の
半
額
補
助

や
透
析
通
院
交
通
費
補
助
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　
近
隣
市
町
の
障
害
者
の

方
な
ど
の
施
策
と
し
て
は
、
多
気
町

で
は
た
き
あ
い
バ
ス
の
半
額
補
助
や

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
配
布
、
玉
城
町

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
賃
無

料
や
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
、
大
台
町・

大
紀
町
で
は
タ
ク
シ
ー
の
利
用
助
成

な
ど
、
尾
鷲
市
で
は
透
析
通
院
交
通

費
補
助
、
熊
野
市
で
は
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
道
４
２
２
号
線
開
通

に
つ
い
て

問
　

国
道
４
２
２
号
に
関
し

て
、
現
状
と
大
台
、
紀
伊
長

島
間
の
未
開
通
区
間
の
工
事
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
一
般
国
道
４
２
２

号
は
道
路
幅
が
狭
く
車
両
の

す
れ
違
い
困
難
な
箇
所
が
多
く
、
以

前
よ
り
道
路
改
良
の
要
望
を
し
て
お

り
、
現
在
は
下
地
ト
ン
ネ
ル
の
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
設
課
長　
建
設
課
と
し
て
は
未
開

通
区
間
の
工
事
決
定
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
。

衛
生
許
可
に
つ
い
て

問
　

町
が
許
可
す
る
衛
生
許
可

に
つ
い
て
、
紀
伊
長
島
地
区
、

海
山
地
区
と
指
定
す
る
の
は
、
競
争

法
や
独
禁
法
に
抵
触
し
な
い
の
か
。

ま
た
、
単
価
表
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。答　

町
長　
区
域
指
定
に
つ
い

て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、
一

般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
処
分
に
関
し

て
区
域
指
定
が
で
き
る
旨
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

環
境
管
理
課
長　

単
価
表
は
町
が

直
接
事
業
を
し
て
い
な
い
の
で
作
成

し
て
い
ま
せ
ん
。

内
容
証
明
書
に
つ
い
て

問
　

３
件
の
未
給
水
の
家
が
あ

り
、
そ
こ
に
対
す
る
給
水
を

要
望
し
た
際
、
費
用
対
効
果
を
理
由

に
断
ら
れ
た
の
で
、
住
民
に
説
明
す

る
た
め
の
文
書
を
内
容
証
明
郵
便
で

求
め
た
こ
と
に
関
し
て
、
回
答
で
き

な
い
理
由
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
こ
れ
ま
で
も
町
民

の
方
か
ら
公
開
質
問
状
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
回
答
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
、
今
回
の
議
員

か
ら
の
質
問
は
何
度
か
同
様
の
意
見

や
質
問
を
い
た
だ
き
、
そ
の
都
度
、

口
頭
や
議
会
に
お
い
て
必
要
な
範
囲

で
回
答
し
て
い
ま
す
。

5

令
和
7
年
６
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和 7年６月定例会 》

　６月定例会は、６月３日から１３日までの１１日間の会期で開催

されました。

　今回の定例会では、条例改正や補正予算などの町長提出議案９件、

報告３件を審議しました。

　６月３日の開会日には、議案の提案説明および内容説明のあと、

各議案に対する質疑を行い、各常任委員会に付託しました。

　１０日、１１日は、６名の議員が一般質問を行いました。

　最終日の１３日には、各常任委員長から付託された議案の審査経

過と結果の報告、質疑、討論が行われ、議案９件を可決して閉会し

ました。



産
業
廃
棄
物
処
理
法
に

つ
い
て

問
　

産
業
廃
棄
物
の
最
終
責
任

は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。
ま

た
、
令
和
３
年
の
熱
海
の
土
砂
崩
れ

現
場
で
は
土
の
検
査
で
産
業
廃
棄
物

と
わ
か
り
ま
し
た
。
住
民
の
い
ち
ば

ん
の
不
安
は
汚
染
に
つ
い
て
だ
と
思

い
ま
す
が
、
町
は
土
の
検
査
を
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

答　
町
長　
法
律
で
産
業
廃
棄

物
の
処
理
の
最
終
責
任
者
は

排
出
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
管
理
課
長　
紀
北
町
生
活
環

境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
で
は
盛
り

土
の
行
為
者
が
検
査
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
上
里
地

区
と
河
内
地
区
の
盛
り
土
に
つ
い
て
、

行
為
者
か
ら
同
意
を
得
た
箇
所
は
町

で
も
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
検
査
結

果
を
地
元
に
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

町
長
が
目
指
し
た
公
約

に
つ
い
て

問
　

安
価
で
入
れ
る
町
営
の
老

人
ホ
ー
ム
は
紀
伊
長
島
地
区

に
も
海
山
地
区
に
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
お
よ
び

町
営
で
の
運
営
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
昨
年
か
ら
赤
羽
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
て
替
え

は
考
え
て
い
ま
す
。
特
養
に
つ
い
て

は
令
和
10
年
度
に
介
護
認
定
者
と

ベ
ッ
ド
数
が
逆
転
す
る
状
況
で
あ

り
、
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
と

い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
今
の
段

階
で
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
特

養
の
料
金
な
ど
に
つ
い
て
は
介
護
保

険
法
で
決
ま
っ
て
お
り
、
町
営
で
も

民
間
で
も
同
じ
金
額
で
入
所
で
き
ま

す
。

瀧
本
攻 

議
員

五
期
目
の
戦
い
に
挑
戦

す
る
の
か

問
　

10
月
に
町
長
選
挙
に
臨
む

の
か
、
臨
む
の
で
あ
れ
ば
、

ど
う
い
う
目
標
を
も
っ
て
臨
ま
れ
る

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
町
長

は
経
済
の
問
題
に
つ
い
て
あ
ま
り
積

極
的
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
町
長　
私
と
し
て
は
出
馬

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
状
況
で
す
。
そ
う
い
う
中
で
「
み

ん
な
が
元
気
！
紀
北
町
〜
豊
か
な
自

然
、
に
ぎ
わ
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
〜
」
の
根
本
的
な
考
え
に
基
づ

き
、
タ
イ
ミ
ン
グ
や
財
政
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
考
え
、
議
員
や
町
民
の
皆
さ

ま
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済

に
つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
は
場
所
や

労
働
力
の
課
題
も
あ
り
、
体
験
観
光

や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
の
誘
致
に

努
め
て
お
り
、
多
く
の
入
り
込
み
客

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
み
ん

な
が
元
気
の
部
分
で
は
医
療
費
の
減

額
や
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
な

ど
、
施
策
の
効
果
も
出
て
い
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
会
計
に
つ
い
て

問
　

①
非
常
に
難
し
い
の
で
わ

か
ら
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
公
会
計
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

②
出
資
金
の
中
の
２
，
６
７
０
万
円

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
徴
収
不
能
引
当
金
３
１
７
万
５
千

円
は
整
理
回
収
機
構
で
回
収
で
き
な

か
っ
た
も
の
で
す
か
。

④
約
36
億
６
千
万
円
の
基
金
の
預
入

先
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
約
１
２
０
億
円
の
起
債
が
あ
り
ま

す
が
、
実
質
の
返
還
額
を
お
聞
き
し

ま
す
。

⑥
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
公
会
計
は
、
貸

借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
、
資
金

収
支
計
算
書
の
４
表
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

財
政
課
長　
②
平
成
29
年
度
ま
で
全

国
遠
洋
沖
合
漁
業
信
用
基
金
協
会
に

出
資
し
て
い
た
も
の
で
す
。

③
そ
の
通
り
で
す
。

④
主
に
銀
行
に
預
け
て
い
ま
す
が
、

県
債
や
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
関
係
の
債

権
な
ど
も
購
入
し
て
い
ま
す
。

⑤
交
付
税
参
入
が
83
・
７
％
あ
り
ま

す
の
で
、
実
質
負
担
は
約
18
億
円
で

す
。

町
長　
⑥
高
齢
者
、
子
ど
も
、
子
育

て
施
策
を
継
続
す
る
た
め
に
財
源
の

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
老
朽
化
し
た

施
設
な
ど
の
統
廃
合
な
ど
、
財
政
の

適
正
化
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

独
居
老
人
の
対
策
に
つ

い
て

問
　

独
居
老
人
の
対
策
と
し
て

約
６
０
０
万
円
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
人
数
や
事

業
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
独
居
老
人
の
見
守

り
と
し
て
、
高
齢
者
の
急
病

や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
、
緊

急
通
報
装
置
の
設
置
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
設

置
台
数
が
１
５
５
台
、
委
託
額
は

４
８
３
万
９
，
７
７
０
円
で
す
。

福
祉
保
健
課
長　
委
託
先
は
津
市

に
営
業
所
の
あ
る
国
際
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
株
式
会
社
で
す
。
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合
併
特
例
債
に
つ
い
て

の
明
細

問
　

①
約
82
億
円
あ
っ
た
合
併

特
例
債
が
７
９
０
万
円
ほ
ど

し
か
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
合
併
特
例
債
の
使
用
状
況
を
お

聞
き
し
ま
す
。

②
地
域
振
興
基
金
造
成
事
業
11
億
５
，

４
２
０
万
円
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　

①
最
終
の
合
併

特
例
債
の
借
入
合
計
額
は

82
億
６
，
４
５
０
万
円
に
な
る
予

定
で
、
主
な
事
業
は
、
三
浦
・
矢
口

浦
の
海
岸
保
全
施
設
の
堤
防
整
備
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
改
修
事
業
、

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
築
、
地
域

振
興
基
金
の
造
成
、
庁
舎
・
生
涯
学

習
施
設
整
備
事
業
、
学
校
施
設
の
耐

震
化
事
業
な
ど
に
利
用
し
ま
し
た
。

財
政
課
長　
②
合
併
特
例
債
を
借

り
て
地
域
振
興
基
金
を
造
成
し
、
そ

の
基
金
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
も
の
で
、
最
近

の
大
き
な
事
業
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
や
町
道
の
維
持

補
修
な
ど
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

𦚰
昭
博 

議
員

人
口
が
減
少
し
て
ゆ
く

状
況
で
の
紀
北
町
の
政

策
に
つ
い
て

問
　

①
本
町
で
は
、
紀
伊
長
島

都
市
計
画
が
昭
和
30
年
代
以

降
に
区
域
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

20
年
以
上
も
都
市
計
画
事
業
は
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
減

少
時
代
に
町
が
主
体
と
な
り
行
う
必

要
性
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
７
年
４
月
の
建
築
基
準
法
改
正

に
よ
り
建
築
確
認
申
請
の
基
準
が
変

更
と
な
り
、
都
市
計
画
区
域
の
設
定

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど

の
住
宅
な
ど
の
安
全
性
が
担
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
区
域
設
定

を
廃
止
、
変
更
す
る
に
は
絶
好
の
時

期
で
す
。

　

昨
年
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の
基

礎
調
査
に
２
０
０
万
円
程
度
を
支
出

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
都
市
計
画

区
域
を
廃
止
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

都
市
計
画
税
を
徴
収
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
都
市
計
画
区
域
お
よ
び
都

市
計
画
税
の
必
要
性
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
本
町
に
は
、
現
在
小
学
校
が
７
校
、

中
学
校
が
４
校
あ
り
ま
す
が
、
５
年

後
に
は
紀
伊
長
島
地
区
、
海
山
地
区

で
小
・
中
学
校
と
も
そ
れ
ぞ
れ
１
校

あ
れ
ば
十
分
な
人
数
と
な
り
ま
す
。

学
校
の
統
合
に
は
時
間
が
必
要
で
す

の
で
、
町
の
方
向
性
を
早
急
に
示
し
、

住
民
と
の
合
意
形
成
を
進
め
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

③
休
校
や
廃
校
に
な
っ
た
学
校
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
、
引
本
幼
稚
園
、

海
野
小
学
校
、
矢
口
小
学
校
の
利
用

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
設
備

維
持
の
現
状
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
学
校
施
設
の
特
徴
は
、
同
じ
大
き

さ
の
教
室
が
連
続
し
て
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
の
よ
う
な
福
祉
施
設
に
適
し
た
配

置
で
す
。
休
校
す
る
学
校
施
設
が
増

加
す
る
中
、
改
修
や
売
却
も
視
野
に

入
れ
た
活
用
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
紀
北
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
つ
い
て
、
計
画
目
標
の
公
共
施

設
50
％
削
減
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、

数
値
的
な
判
断
基
準
や
指
針
が
必
要

で
あ
り
、
施
設
ご
と
の
公
共
施
設
カ

ル
テ
を
自
前
で
作
成
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
人
口
減
少
や
空

き
家
の
増
加
に
伴
い
、
都
市

計
画
の
必
要
性
を
検
討
す
る
こ
と
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
計

画
の
見
直
し
も
含
め
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

教
育
長　
②
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ

い
教
育
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
は
、

先
を
見
越
し
た
学
校
規
模
の
適
正
化

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
説

明
会
を
実
施
し
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　
③
現
在
、
利
用
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
課
長　
施
設
の
維
持
は
、

電
気
、
水
道
、
火
災
保
険
、
浄
化

槽
や
消
防
設
備
の
保
守
点
検
な
ど

が
あ
り
、
費
用
は
３
校
合
わ
せ
て

２
９
６
万
３
千
円
で
す
。

町
長　
④
売
却
な
ど
も
踏
ま
え
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

⑤
コ
ン
サ
ル
に
全
て
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
意
見
も
入
れ
な

が
ら
公
共
施
設
カ
ル
テ
を
作
成
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
50
％
削

減
は
地
域
で
の
必
要
性
な
ど
も
踏
ま

え
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

紀
北
町
内
の
空
家
対
策

計
画
の
調
査
と
そ
の
内

容
に
つ
い
て

問
　

①
令
和
７
年
度
予
算
の
紀

北
町
空
家
対
策
支
援
業
務

１
，
２
５
１
万
１
千
円
の
内
容
を
お

聞
き
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で

町
内
全
世
帯
を
対
象
に
行
う
た
め
、

調
査
員
に
空
き
家
に
は
地
図
に
丸
を

つ
け
て
も
ら
う
な
ど
す
れ
ば
、
費
用

を
か
け
ず
に
空
き
家
場
所
の
調
査
が

可
能
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
国
は
不
良
住
宅
解
消
に
つ
い
て
強

制
力
を
強
化
し
て
お
り
、
正
確
な
調

査
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
前
回
の

不
良
度
判
定
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
ラ
ン
ク
の

１
６
４
戸
は
、
専
門
知
識
の
あ
る
委

託
先
を
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
前
回
の
空
き
家
台
帳
な
ど
は

汎は
ん
よ
う
せ
い

用
性
が
な
く
、
コ
ン
サ
ル
作
成
の

成
果
品
を
便
宜
上
協
議
会
に
諮
っ
た

だ
け
の
も
の
に
思
え
ま
す
。
市
販
の

汎は
ん
よ
う用

ソ
フ
ト
で
も
作
成
で
き
、
入
力

作
業
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用

や
外
部
委
託
を
す
れ
ば
職
員
の
負
担

も
あ
り
ま
せ
ん
。
協
議
会
の
関
わ
り

方
の
検
討
お
よ
び
自
前
で
計
画
を
作

成
し
、
予
算
の
削
減
を
し
て
い
た
だ

7



き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
業
務
内
容
は
、

実
態
調
査
、所
有
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
業
務
報
告
書
の
作
成
、
空

家
等
対
策
計
画
作
成
支
援
業
務
な
ど

を
予
定
し
て
お
り
、
国
勢
調
査
と
同

時
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。

②
空
き
家
は
個
人
の
住
宅
で
す
の
で
、

専
門
業
者
に
判
断
し
て
い
た
だ
き
、

必
要
で
あ
れ
ば
改
修
費
用
の
補
助
事

業
も
あ
り
ま
す
。
協
議
会
で
は
、
業

者
か
ら
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
し

っ
か
り
と
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

深
刻
な
物
価
高
騰
に
対

す
る
町
独
自
の
対
策
を

問
　

①
物
価
高
に
よ
っ
て
、
町

民
の
暮
ら
し
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
食
料
品
に
お
け
る
通

年
の
値
上
げ
の
ペ
ー
ス
が
高
ま
っ
て

お
り
、
毎
日
食
べ
る
お
米
も
含
ま
れ

ま
す
。国
も
こ
の
物
価
高
騰
を
見
て
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
出
し
ま
し
た
。
町
で

も
独
自
で
交
付
金
を
使
っ
て
低
所
得

者
の
皆
さ
ま
に
米
価
交
渉
資
金
の
支

給
を
求
め
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
に
は
、
子
ど
も
に

対
す
る
均
等
割
り
が
存
在
し
て
い
て
、

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら
保
険
料
が
上

が
る
仕
組
み
の
た
め
、
か
え
っ
て
少

子
化
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
国

は
未
就
学
児
に
限
り
均
等
割
り
の
半

分
の
負
担
を
、
令
和
４
年
度
か
ら
開

始
し
て
い
ま
す
が
、
残
り
の
半
分
を

町
独
自
で
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

③
物
価
高
騰
に
応
じ
て
年
金
が
上
が

ら
な
い
状
態
が
、
さ
ら
な
る
生
活
苦

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
営
住

宅
の
家
賃
に
対
す
る
補
助
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

④
高
齢
者
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
補
助

に
つ
い
て
、
今
回
の
補
助
条
件
で
は
、

困
っ
て
い
る
人
た
ち
、
使
い
た
い
人

た
ち
に
届
か
な
い
補
助
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
書
類

の
み
の
審
査
で
は
な
く
、
状
況
に
合

わ
せ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
補
助
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

⑤
県
、
国
へ
の
要
望
に
つ
い
て
、
県

へ
は
、
物
価
高
騰
対
策
資
金
の
支
給

を
す
る
こ
と
、
国
に
も
、
さ
ら
な
る

物
価
対
策
を
要
求
す
る
こ
と
と
、
町

民
の
思
い
を
発
信
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

答　
町
長　
①
国
の
臨
時
交
付

金
が
再
度
出
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
未
就
学
児
に
係
る
国
民
健
康
保
険

料
の
均
等
割
額
は
、
国
の
制
度
と
し

て
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
と

し
て
の
負
担
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

③
町
営
住
宅
の
家
賃
又
は
敷
金
の
減

免
若
し
く
は
徴
収
猶
予
等
実
施
要
網

に
て
減
免
で
き
る
よ
う
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

④
補
助
の
基
準
を
ど
こ
に
す
る
か
し

っ
か
り
や
ら
な
い
と
、
公
平
性
に
欠

け
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

⑤
国
や
県
に
し
っ
か
り
と
現
状
を
把

握
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。残

土
問
題
に
つ
い
て

問
　

①
町
は
５
月
14
日
付
で
業

者
を
刑
事
告
発
し
、
受
理
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
ら
か
の
動

き
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
現
状

と
認
識
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
土
砂
撤
去
に
関
し
て

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
含
め
て
お
伺
い
し
ま

す
。

②
町
長
は
、
条
例
は
機
能
し
て
い
る

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
隙
間
が
あ
っ

た
か
ら
、
残
土
が
持
ち
込
ま
れ
、
い

ま
だ
に
残
土
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
、
自
然
と
共
生
の

町
を
目
指
し
て
、
県
外
か
ら
の
一
切

の
残
土
の
持
ち
込
み
を
禁
ず
る
条
例

を
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
今
は
、
告
発
状

が
受
理
さ
れ
た
と
い
う
現
状

で
す
の
で
、
あ
と
は
警
察
の
判
断
に

お
任
せ
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
土
砂
撤
去
は
、
行
為
者
に
対
し

て
し
っ
か
り
と
求
め
て
い
く
、
そ
し

て
土
地
所
有
者
に
も
責
任
が
あ
り
ま

す
の
で
、
条
例
に
も
書
い
て
あ
る
よ

う
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。

②
法
律
的
な
部
分
を
し
っ
か
り
と
加

味
し
た
上
で
、
今
の
よ
う
な
制
限
の

条
例
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
盛
土

規
制
法
の
関
係
で
も
、
少
し
条
例
を

改
正
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
部
分
も

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
併
せ

て
検
討
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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6 月定例会報告

大
西
瑞
香 

議
員

未
来
に
つ
な
ぐ
水
道
事

業
に
つ
い
て

問
　

①
水
道
施
設
（
配
水
池
）

の
設
備
更
新
状
況
と
現
状
、

課
題
お
よ
び
水
道
の
経
営
改
革
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
規
模
が
大
き
い
山
居
配
水
池
は
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

か
ら
40
年
、
沖
見
低
区
配
水
池
は

37
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
配
水

池
の
耐
用
年
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、
前
回

の
実
施
が
20
年
ほ
ど
前
で
す
が
、
何

年
を
め
ど
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

③
施
設
の
維
持
管
理
の
徹
底
や
長
寿

命
化
を
図
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
と
配
水
池
の
塗
装
の
塗
り

替
え
の
頻
度
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
山
居
配
水
池
や
沖
見
低
区
配
水
池

な
ど
は
Ｐ
Ｃ
構
造
で
耐
震
性
あ
り
と

の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
構
造

な
の
か
。
ま
た
、
耐
震
性
な
し
の
Ｒ

Ｃ
構
造
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
配
水
池
は
重
要
な
施
設
で
あ
り
、

使
用
で
き
な
く
な
れ
ば
、
町
民
の
安

心
安
全
を
確
保
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

40
年
を
経
過
し
て
い
る
山
居
配
水
池

の
20
年
後
の
状
況
な
ど
、
中
長
期
的

な
計
画
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑥
水
道
課
の
職
員
は
24
時
間
体
制
と

い
う
気
持
ち
で
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の

交
付
金
を
受
け
る
に
も
計
画
が
必
要

で
、
作
成
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
今
の
職
員
数
で
十
分
な

の
か
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑦
水
道
料
金
を
検
討
す
る
審
議
会
が

立
ち
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

住
民
に
現
状
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
ス
ー
パ
ー
の
入
り
口
で
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
か

ら
職
員
が
行
く
と
い
う
努
力
も
今
ま

で
以
上
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み

の
推
進
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑧
町
独
自
の
水
道
料
金
算
定
要
領
の

策
定
は
あ
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

⑨
町
民
の
方
々
に
き
れ
い
な
水
を
届

け
命
を
つ
な
ぐ
使
命
と
責
任
が
あ
り

ま
す
。
国
や
県
に
要
望
を
上
げ
て
財

源
を
確
保
し
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
動

き
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
①
現
在
稼
働
中
の

配
水
池
は
、
町
内
に
14
カ
所

あ
り
ま
す
。

　

耐
震
管
へ
の
敷
設
替
え
や
修
繕
な

ど
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
追
い

つ
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
持
続
可

能
な
水
道
事
業
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
、
優
先
順
位
を
判
断
し
計
画
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
耐
用
年
数
は
、
約
60
年
で
す
。

水
道
課
長　
何
年
と
い
う
決
ま
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
後
、

耐
震
診
断
の
基
準
が
若
干
変
わ
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

見
直
し
の
診
断
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
年
に
１
度
、
業
者
が
機
器
の
保
守

点
検
と
職
員
が
配
水
池
本
体
の
目
視

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
塗
装
は
2 0

年
く
ら
い
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

④
Ｐ
Ｃ
構
造
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
圧
縮
力
を
加
え
る
こ

と
で
ひ
び
割
れ
を
抑
制
で
き
、
強
度

を
保
っ
て
い
る
た
め
、
耐
震
性
あ
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｃ
構
造
と
は
、

主
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
、

建
設
当
時
は
条
件
を
満
た
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
基
準
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
耐
震
性
な
し
と
い
う
評

価
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
対
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
長　
⑤
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制

の
た
め
、
計
画
を
立
て
て
も
思
う
よ

う
に
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

監
視
な
ど
を
十
分
行
い
、
不
具
合
な

ど
が
あ
れ
ば
直
ち
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

水
道
課
長　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

令
和
15
年
ま
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

町
長　
⑥
毎
年
水
道
職
員
を
募
集
し

て
も
応
募
が
な
い
状
況
で
す
の
で
、

条
件
の
緩
和
な
ど
、
違
っ
た
角
度
か

ら
ア
ピ
ー
ル
し
、
募
集
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑦
現
実
的
に
は
た
い
へ
ん
厳
し
く
、

こ
の
よ
う
に
議
場
で
議
論
す
る
こ
と

に
よ
り
、
議
会
放
送
や
新
聞
報
道
が

さ
れ
ま
す
の
で
、
今
の
水
道
事
業
の

切
迫
感
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
踏
ま
え
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
も
理

解
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
道
課
長　

⑧
町
独
自
の
算
定
要

領
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長　
⑨
財
源
の
確
保
は
町
村
会
か

ら
も
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
国
へ

積
極
的
に
要
望
し
て
い
く
考
え
で
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

町
助
成
に
つ
い
て

問
　

①
国
の
定
期
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
詳
細
と
町
助

成
に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
対
象
は
65
歳
の

方
と
、
そ
れ
以
上
の
方
は
５

歳
年
齢
ご
と
の
70
歳
、
75
歳
な
ど
の

方
お
よ
び
１
０
０
歳
以
上
の
方
な
ど

で
す
。
自
己
負
担
金
は
約
３
割
で
、

生
ワ
ク
チ
ン
は
３
千
円
、
組
み
換
え

ワ
ク
チ
ン
は
１
回
７
，
５
０
０
円
で

２
回
接
種
が
必
要
で
す
。
町
単
独
の

補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

  9



原
隆
伸 

議
員

紀
北
町
の
環
境
対
策
と

森
林
保
全
と
防
災
に
つ

い
て

問
　

①
町
に
は
県
外
残
土
の

１
千
㎡
未
満
の
盛
り
土
や

１
千
㎡
以
上
の
無
届
け
の
残
土
搬
入

が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
上
里
で
は

条
例
に
基
づ
く
全
量
撤
去
の
措
置
命

令
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
現
況
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
町
長
に
お

伺
い
し
ま
す
。

②
条
例
を
含
む
改
善
点
に
つ
い
て
、

今
回
の
よ
う
な
事
態
が
な
ぜ
起
こ
っ

た
の
か
。
条
例
の
実
効
性
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
点
を
、
町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

③
環
境
と
森
林
保
全
、
河
川
災
害
防

止
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

④
防
災
の
観
点
か
ら
の
環
境
汚
染
防

止
対
策
に
つ
い
て
、
現
在
、
置
か
れ

て
い
る
残
土
が
崩
落
し
た
場
合
の
河

川
堆
積
、
も
し
く
は
木
材
の
端
な
ど

が
引
っ
か
か
る
こ
と
に
よ
る
氾
濫
お

よ
び
破
損
な
ど
の
可
能
性
へ
の
対
策

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

⑤
熊
野
古
道
や
銚
子
川
の
防
災
上
お

よ
び
美
観
上
、
残
土
が
非
常
に
景
観

を
害
し
、
崩
落
の
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
観
光
に
関
す
る
観
点
か
ら
の
防

災
上
の
対
策
に
つ
い
て
、
広
域
的
な

取
り
組
み
へ
の
所
信
と
施
策
を
町
長

に
お
伺
い
し
ま
す
。

⑥
農
林
水
産
業
に
お
け
る
森
林
の
保

持
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
の
か
町
長
に
お
伺
い
し

ま
す
。答　

町
長　
①
措
置
命
令
の
履

行
期
限
ま
で
に
是
正
措
置
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
21
日
に
事
業
者
に
催
告
状
を
発

出
し
ま
し
た
が
、
連
絡
も
な
い
状
態

で
す
。
そ
し
て
、
５
月
14
日
に
三
重

県
尾
鷲
警
察
署
に
告
発
状
を
提
出

し
、
受
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

②
町
条
例
は
土
砂
の
埋
め
立
て
な
ど

を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
町
へ
の
協

議
と
届
け
出
に
併
せ
、
町
外
で
発
生

し
た
土
砂
で
あ
る
場
合
は
、
土
壌
分

析
表
、
土
壌
等
発
生
元
証
明
書
を
発

生
元
ご
と
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
抑
止
力
は
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

③
森
林
は
、
手
入
れ
を
怠
る
と
山
崩

れ
な
ど
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

町
が
間
伐
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
で

異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
関
係
者
と

連
携
し
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

④
自
然
災
害
は
、
未
然
防
止
が
第
一

で
す
が
、
起
き
れ
ば
速
や
か
に
対
処

す
る
の
が
基
本
で
す
。

⑤
景
観
な
ど
は
、
法
律
の
中
で
議
論

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

残
土
は
、
こ
の
地
域
に
持
っ
て
き
て

ほ
し
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
条
例
を

作
り
ま
し
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
思

い
が
事
業
者
に
届
け
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

⑥
町
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
、
手

入
れ
が
行
き
届
い
て
い
な
い
私
有
林

の
間
伐
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

紀
北
町
の
防
災
や
一
次

産
業
及
び
直
営
業
務
へ

の
提
言

問
　

①
町
の
防
災
上
の
問
題
点

の
把
握
や
事
後
の
状
況
把
握

の
た
め
に
、
今
後
、
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
要
素
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
慮
し
ま
す

が
、町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
一
次
産
業
へ
の
人
件
費
の
負
担
軽

減
や
効
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
考
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
民
間
助
成
金

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

③
町
職
員
に
ド
ロ
ー
ン
の
国
家
資
格

の
補
助
を
し
て
、
資
格
を
持
っ
て
い

る
職
員
が
立
ち
会
い
す
る
こ
と
で
、

予
算
も
安
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
ド
ロ
ー
ン

の
有
資
格
者
の
育
成
と
、
補
助
を
検

討
す
る
予
定
が
な
い
か
お
伺
い
し
ま

す
。答　

町
長　
①
ド
ロ
ー
ン
は
、

災
害
時
に
も
被
災
状
況
の
調

査
、
物
資
輸
送
な
ど
で
も
幅
広
く
活

用
さ
れ
始
め
て
い
て
、
災
害
現
場
か

ら
距
離
を
取
り
な
が
ら
撮
影
で
き
、

安
全
性
の
面
で
も
有
効
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

総
務
課
長
補
佐　
②
人
材
開
発
支

援
助
成
金
と
い
う
ド
ロ
ー
ン
の
国
家

資
格
を
取
得
す
る
際
の
助
成
金
が
あ

り
ま
す
。

町
長　
③
資
格
が
要
る
高
度
な
ド
ロ

ー
ン
の
活
用
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
職

員
を
研
修
に
行
か
せ
る
と
い
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

10
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国
内
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
方
を

対
象
に
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
必
ず
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
５
年
に
１
度
の
最
も
重
要
な
『
統

計
調
査
』
で
す
。

　
「
日
本
に
住
む
人
や
世
帯
」
に
つ
い

て
知
る
こ
と
で
、
生
活
環
境
の
改
善

や
防
災
計
画
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

役
立
て
ら
れ
る
た
い
せ
つ
な
調
査
で

す
。
調
査
に
は
回
答
の
義
務
が
あ
り

ま
す
。

◆
回
答
方
法
お
よ
び
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
、
調
査

票
（
紙
）
で
の
回
答
が
選
べ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
期
間

９
月
20
日
（
土
）
〜
10
月
８
日
（
水
）

調
査
票
（
紙
）
で
の
回
答
期
間

10
月
１
日
（
水
）
〜
８
日
（
水
）

※
調
査
票（
紙
）で
の
回
答
の
場
合
は
、

郵
送
ま
た
は
調
査
員
の
訪
問
に
よ
り

調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。

◆
調
査
の
方
法

　

９
月
20
日
（
土
）
か
ら
30
日
（
火
）

ま
で
に
、
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問

し
て
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。
ご

不
在
の
場
合
は
、
郵
便
受
け
や
ド
ア

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
配
布
し
ま
す
。

◆
調
査
の
対
象

①
10
月
１
日
現
在
、
町
内
に
す
で
に

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
方

②
10
月
１
日
前
後
を
通
じ
て
３
カ
月

以
上
町
内
に
住
む
予
定
の
方

※
外
国
人
の
方
も
対
象
に
含
み
ま
す
。

◆
調
査
事
項

　

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
配
偶

者
の
有
無
、
就
業
状
況
な
ど
、
全
部

で
17
項
目
で
す
。

◆
国
勢
調
査
を
装
っ
た
「
か
た
り
調

査
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

国
勢
調
査
員
を
装
っ
た
不
審
な
訪

問
者
や
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
で
は
、
収
入
や
預
金
の
額
、

銀
行
口
座
の
暗
証
番
号
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
を
お
聞
き
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
国
勢
調
査
専
用
窓
口

℡
０
８
０
（
１
９
８
６
）
３
３
７
２

本
庁
企
画
課　

℡（
46
）
３
１
１
３

　

救
急
隊
員
が
傷
病
者
の
マ
イ
ナ
保

険
証
（
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
登

録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を

活
用
し
、
傷
病
者
の
医
療
情
報
な
ど

を
閲
覧
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
見
せ
る

だ
け
で
左
記
の
情
報
が
伝
わ
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
救
急
の
流
れ

①
傷
病
者
が
情
報
閲
覧
に
同
意
す
る

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取

る
※
暗
証
番
号
の
入
力
不
要

③
隊
員
が
医
療
情
報
を
閲
覧
す
る

④
よ
り
適
切
な
処
置
や
搬
送
先
医
療

機
関
の
選
定
に
つ
な
が
る

◆
実
施
日

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま

す
。

※
事
業
に
関
す
る
情
報
は
特
設
サ
イ

ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
紀
北
消
防
組
合
消
防
本
部

指
揮
指
令
課

℡（
22
）
８
６
７
９

町からのおしらせ　～ Information ～

令
和
７
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

マ
イ
ナ
救
急
と
は

特設サイトは
こちらから

国勢調査の
情報は

こちらから

・傷病者の説明負担が軽減されます
・より適切な処置が受けられます

あなたの

病歴
お薬の

処方歴
病院の

受診歴

マ
イ
ナ
救
急

あ
な
た
の
命
を
守
る

マ
イ
ナ
救
急

流
れ
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▷職種および採用予定人員

　子ども家庭支援員………1名

▷応募資格および要件（全てに当てはまること）

　○地方公務員法第 16 条（欠格条項）に該当しない方

　○通勤が可能な方

　○普通自動車運転免許を所有または、令和7年10月31日

　までに取得見込みで、心身ともに健全で明るく丁寧に対

　応できる方

　○母子保健および児童福祉に理解がある方

　○基礎的なパソコン操作（ワード・エクセルなど）がで

　きる方

　○社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、医師、保

　健師、助産師、看護師、保育士、教育職員免許法に規定

　する免許を有する方

▷任期

11 月 1日～令和 8年 3月 31日

　※再度の任用制度があります。

▷応募期間

9 月 1日（月）～19日（金）　※土・日曜日、祝日を除く

　午前 8時 30分～午後 5時 15分

▷提出書類

　①紀北町会計年度任用職員採用試験申込書兼履歴書

　②普通自動車運転免許証の写し（裏面の備考欄に記載が

　ある場合は裏面の写しも必要です。）

　③資格要件の確認できる書類など（資格認定証、免許証

　など）の写し

　※①は、本庁福祉保健課および海山総合支所福祉環境室

　で交付します。

▷試験日時・会場および内容

日時：10 月 3日（金）午前 9時 30 分～

　　　　※午前 9時 15 分までに、集合してください。

会場：紀北町役場 4階第 1委員会室

内容：作文試験・個人面接

※募集内容など詳しくは、本庁福祉保

健課および海山総合支所福祉環境室で

交付する募集要項をご覧ください。

紀北町会計年度任用職員
（子ども家庭支援員）募集（11月 1日採用予定）

問い合わせ・書類提出先　本庁福祉保健課　℡（46）3122 

試験日

10/3
（金）

【問い合わせ】海山総合支所教育室　℡（32）3905

第第18 回紀北町権兵衛権兵衛の故郷走ろう大会白石湖ステージ走ろう大会白石湖ステージ

開催日時 11 月 3 日（月・祝）午前 9時～

受付・会場 海山公民館（相賀481番地 2）

参加費　小・中・高校生　1,000 円
　　　　一般　　　　　　2,000 円

※町制20周年記念ウオークのみの参加は無料

種目 長いかけっこ・1.5 kmマラソン・3kmマラソ

ン・5kmマラソン・10kmマラソン・町制20周年記念

ウオーク

申込期間 9月 1日（月）～ 10月 3日（金）
※締め切り厳守

※申し込み方法など詳しくは、教育委員会本庁生涯学

習課および海山総合支所教育室に設置の大会パンフ

レットをご覧いただくか、お問い合わせください。

さ　 と　 と





14広報きほく2025年9月号

　

令
和
７
年
９
月
診
療
分
か
ら
福
祉

医
療
費
助
成
制
度
に
よ
る
窓
口
負
担

無
料
化
（
現
物
給
付
）
の
対
象
年
齢

を
拡
大
し
ま
す
。

◆
窓
口
負
担
無
料
化
の
対
象
年
齢

拡
大
前

０
歳
か
ら
６
歳
年
度
末
ま
で

拡
大
後

０
歳
か
ら
18
歳
年
度
末
ま
で
（
婚
姻

し
て
い
る
方
を
除
く
）

◆
助
成
方
法

現
物
給
付
（
窓
口
負
担
無
料
、た
だ
し
、

県
外
で
の
受
診
は
い
っ
た
ん
窓
口
で

自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
領
収
書

を
役
場
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

後
日
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
振
り
込
み

ま
す
。）

◆
受
給
資
格
証

　

現
物
給
付
に
対
応
し
た
受
給
資
格

証
を
８
月
中
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
オ
レ
ン
ジ

色
の
券
面
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

◀
受
給
資
格
証

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

　

７
月
22
日
（
火
）
紀
北
町
と
株
式

会
社
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
は
、
リ
ユ
ー
ス
事
業
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
運
営
す
る
リ

ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
お
い

く
ら
」
を
用
い
て
、
不
要
品
を
捨
て

ず
に
再
利
用
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

廃
棄
物
削
減
と
循
環
型
社
会
の
形
成

を
目
指
し
ま
す
。

◆「
お
い
く
ら
」
と
は

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

が
展
開
す
る
、
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
す
。
不
用
品
を
売
り
た

い
方
が
「
お
い
く
ら
」
を
通
し
て
査

定
依
頼
す
る
と
、
全
国
の
加
盟
リ
ユ
ー

ス
シ
ョ
ッ
プ
に
一
括
査
定
が
依
頼
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
買
取
価
格
を
比
較

し
、
不
要
品
の
売
却
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◆
売
却
を
お
考
え
の
お
品
物
が
あ
れ

ば
お
気
軽
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　

不
要
品
を
捨
て
る
前
に
「
お
い
く

ら
」
を
活
用
し
て
リ
ユ
ー
ス
を
検
討

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
廃
棄
物
の
削
減

で
「
捨
て
な
い
」
暮
ら
し
へ

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

町からのおしらせ　～ Information ～

子
ど
も
医
療
費

窓
口
負
担
無
料
の

対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費

窓
口
負
担
無
料
の

対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費

窓
口
負
担
無
料
の

対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

株
式
会
社
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
と
不
要
品
リ
ユ
ー
ス
事
業
の

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

株
式
会
社
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
と
不
要
品
リ
ユ
ー
ス
事
業
の

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

株
式
会
社
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
と
不
要
品
リ
ユ
ー
ス
事
業
の

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

「おいくら」の利用はこちらから▲
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Kihoku PlaybackNews
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Topics まちの話題

6 年生夏の行事

　終業式を終えた午後、校庭をいっぱいに使ったかくれんぼで元気いっぱいに遊び、みんなで協力して作ったカレーを

おいしく食べました。その後はプールで水しぶきをあげて大はしゃぎ！最高の夏の思い出ができました。 

7/18　相賀小学校

2025 きほく燈籠祭
7/26　長島港

　夕方のイベントでは、子どもたちのステージダンスや

恒例のあめまきも行われ、笑顔と熱気あふれる一日とな

りました。 

うちわにデコレーションしよう！

透明なうちわをキャンバスに、シールやマジックで自

分だけのオリジナル作品づくり。みんな集中して、個性

豊かですてきなうちわを完成させました。

7/23　長島多目的会館
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盆踊り

　今年も盆踊りが行われ、訪れた人々はやぐらを囲み太

鼓の音に合わせてゆっくりと踊り流しました。

8/13　中ノ島地区

中日本総合男子ソフトボール大会
8/9　赤羽公園多目的グラウンド

・東長島スポーツ公園グラウンド　ほか

　中日本総合男子ソフトボール大会が開催され、紀北町か

らは紀北ファイターズと海山クラブが出場し、それぞれ熱

戦を繰り広げました。

『 染めもの』を楽しむ

　海山いきいき子ども学園で、「『染めもの』を楽しむ」が開催されました。参加した児童たちは、想像力をはたらかせ、

白いハンカチをゴムでしばったり、型で押さえて「藍染め」をし、自分だけの模様をつくりました。

8/8　木工陶芸工房
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三
重
県
で
は
、
県
内
で
活
躍
す
る

若
者
を
応
援
す
る
た
め
、「
県
内
居
住
・

就
業
」
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場

合
、
奨
学
金
返
還
額
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
象　

大
学
な
ど
の
最
終
学
年
ま
た

は
そ
の
１
年
前
の
学
生
な
ど

助
成
金
額　

借
入
奨
学
金
総
額
の
４

分
の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）

募
集
締
め
切
り　

12
月
19
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
人
材
確
保
対
策
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
３
１
８
４

紀
北
町
防
災
訓
練

10
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
は
で
き
て

い
ま
す
か
？

避
難
場
所
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

　

町
内
一
斉
に
地
震
・
津
波
を
想
定

し
た
「
避
難
訓
練
」
を
実
施
し
、
そ

の
後
、
地
区
ご
と
の
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
に
は
、
繰
り
返

し
訓
練
を
行
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
荒
天
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る
場

合
は
防
災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

実
施
期
間

9
月
21
日
（
日
）
〜
30
日
（
火
）

運
動
の
重
点

①
歩
行
者
の
安
全
な
道
路
横
断
方
法

等
の
実
践
と
反
射
材
用
品
や
明
る
い

目
立
つ
色
の
衣
服
等
の
着
用
促
進

②
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
飲
酒
運
転
等
の

根
絶
と
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進

③
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守

の
徹
底
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

　

町
で
は
毎
年
、
先
の
大
戦
に
お
い

て
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
あ
わ
せ
て

そ
の
ご
冥
福
を
祈
願
す
る
た
め
、
紀

北
町
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
時　

９
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜

場
所　

東
長
島
公
民
館

※
ご
遺
族
の
方
に
限
ら
ず
一
般
の
方

も
ご
参
列
い
た
だ
け
ま
す
。

生
き
づ
ら
さ
を
、
生
き
て
い
く

〜
立
ち
直
り
を
支
え
る
人
た
ち
に

　
　
　
　
　
　

な
り
ま
せ
ん
か
〜

　

保
護
司
制
度
や
活
動
に
つ
い
て
の

説
明
、
現
役
保
護
司
に
よ
る
活
動
紹

介
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
催
日
時

10
月
16
日
（
木
）

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

開
催
場
所

尾
鷲
市
防
災
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

募
集
人
数

30
名　

※
先
着
順

申
し
込
み
方
法

10
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

　
「
行
政
相
談
」
は
、
国
や
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
か

募
集

お
し
ら
せ

防
災
訓
練
実
施
の

お
し
ら
せ

危
機
管
理
課

詳細は
こちらから

三
重
県
が
若
者
の

奨
学
金
の
返
還
を

支
援
し
ま
す
！

三
重
県
人
材
確
保
対
策
課

紀
北
町
戦
没
者

追
悼
式
の
お
し
ら
せ

福
祉
保
健
課

尾
鷲
保
護
区
保
護
司
会

「
保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
の
ご
案
内

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動

土
）

行
政
相
談
月
間

〜
困
っ
た
ら
一
人
で

　
　

悩
ま
ず
行
政
相
談
〜

住
民
課
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ら
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
聞
き
し
、

そ
の
解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
制

度
を
皆
さ
ん
に
も
っ
と
よ
く
知
っ
て

い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
９
月
１
日
（
月
）
か
ら
10
月
31

日
（
金
）
ま
で
の
２
カ
月
間
を
「
行

政
相
談
月
間
」
と
し
て
、
全
国
的
に

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

紀
北
町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
行

政
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。「
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」、「
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ

る
」
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時

10
月
８
日
（
水
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
会
館

　

な
お
、
当
日
以
外
に
も
行
政
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
窓
口

総
務
省
三
重
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

ン
タ
ー
行
政
監
視
行
政
相
談
課

℡（
０
５
７
０
）
０
９
０
１
１
０

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分
）

※
右
記
以
外
は
留
守
番
電
話
で
対
応

し
ま
す
。

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
を
ご
利
用
の
場
合

は
℡
０
５
９
（
２
２
７
）
１
１
０
０

※
ご
相
談
の
お
電
話
は
、
相
談
内
容

の
正
確
な
把
握
の
た
め
、
録
音
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
っ
た
け
れ

ど
、
通
話
以
外
の
機
能
が
わ
か
ら
な

い
な
ど
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

※
対
応
可
能
な
相
談
内
容
は
初
歩
的

な
こ
と
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
・
日
時

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

９
月
10
日
（
水
）・
17
日
（
水
）

10
月
１
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
長
島
多
目
的
会
館

９
月
10
日
（
水
）・
24
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
東
長
島
公
民
館

９
月
17
日
（
水
）・
10
月
１
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

申
し
込
み

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

℡（
32
）
３
９
１
５

長
島
多
目
的
会
館

℡（
47
）
３
９
９
６

東
長
島
公
民
館

℡（
47
）
２
２
２
９

※
必
ず
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

　

令
和
６
年
度
の
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
決
定
に
対
す

る
不
服
の
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

情
報
公
開
制
度

受
付
件
数　

２
６
２
件

全
部
開
示　

２
３
７
件

部
分
開
示　
　

14
件

不
存
在　
　
　
　

５
件

取
り
下
げ　
　
　

６
件

※
町
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、
公
営

企
業
の
件
数
で
す
。
な
お
、
主
な
請

求
内
容
は
、
工
事
設
計
書
に
関
す
る

文
書
で
し
た
。

個
人
情
報
の
開
示
請
求

受
付
件
数　
　
　

１
件

全
部
開
示　
　
　

１
件

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課

℡（
46
）
３
１
１
１

　

熊
野
灘
に
釣
り
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

例
年
、
県
内
外
か
ら
海
幸
に
魅
了

さ
れ
た
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
、
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
る
反
面
、
釣
り
中
の

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

東
紀
州
地
方
の
沿
岸
に
お
い
て
は
、

過
去
３
年
間
で
釣
り
中
の
事
故
が
19

件
発
生
し
、
う
ち
８
割
以
上
に
あ
た

る
16
件
で
釣
り
人
が
海
中
に
転
落
し

て
お
り
、
４
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た

（
３
人
が
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
非
着

用
）。

　

三
重
、
愛
知
両
県
に
お
い
て
、
過

去
５
年
間
で
船
舶
か
ら
海
中
に
転
落

し
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
者
の

救
命
率
は
、
99
％
と
非
常
に
高
い
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
も
し
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た
ら
、

助
か
っ
て
い
た
命
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

釣
り
に
出
掛
け
る
際
は
、
事
前
に

天
気
予
報
を
確
認
し
、
決
し
て
無
理

有
料
広
告

初
め
て
の

ス
マ
ホ
相
談
窓
口

生
涯
学
習
課

情
報
公
開
の
実
施
状
況

総
務
課

海
上
保
安
庁

か
ら
の
お
願
い

尾
鷲
海
上
保
安
部
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を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
、
自
ら
の

た
め
、
家
族
の
た
め
、
防
波
堤
か
ら

の
海
中
転
落
や
磯
場
で
の
高
波
に
よ

る
事
故
な
ど「
海
の
も
し
も
」に
備
え
、

必
ず
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
海
上
保
安
部
交
通
課

℡（
22
）
３
２
７
７

　

尾
鷲
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
方
や
家
族

の
方
を
対
象
に
、
精
神
科
医
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
開
催
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
25
日
（
木
）

　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

場
所　

尾
鷲
庁
舎
１
階
健
康
相
談
室

相
談
員　

精
神
科
医
師

相
談
料　

無
料

申
し
込
み

９
月
12
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

尾
鷲
保
健
所
健
康
増
進
課

℡（
23
）
３
４
２
８

　

病
気
の
こ
と
や
療
養
生
活
の
こ
と

な
ど
、
が
ん
に
関
す
る
悩
み
や
不
安

を
三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。
が
ん

体
験
者
や
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
の
話

を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
モ
ヤ
っ

と
し
た
気
持
ち
を
話
し
て
、
少
し
こ

こ
ろ
を
軽
く
し
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
26
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

東
長
島
公
民
館

対
象　

が
ん
患
者
・
家
族

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
３
）
１
６
１
６

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登

記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
続（
遺
言
も
含
み
ま
す
。）に
よ
っ

て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、

そ
の
所
有
権
の
取
得
を
知
っ
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
遺
産
分
割
の
話
合
い
が
ま

と
ま
り
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
、
相
続
登
記
の
申
請

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

正
当
な
理
由
な
く
こ
れ
ら
の
義
務

を
果
た
さ
な
い
と
、
10
万
円
以
下
の

過
料
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

相
続
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
速

や
か
に
相
続
登
記
の
手
続
き
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

津
地
方
法
務
局
尾
鷲
出
張
所

℡（
22
）
０
５
９
８

　

三
重
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。（
令
和
７
年
10
月
１
日

施
行
）

改
正
点

①
暴
力
団
排
除
特
別
強
化
地
域
で
の

禁
止
行
為
の
規
制
（
新
規
）

②
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
・
運
営
に

対
す
る
規
制
（
拡
大
）

③
他
人
の
名
義
利
用
に
対
す
る
規
制

（
新
規
）

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
警
察
本
部
刑
事
部
組
織
犯
罪

対
策
課

℡
０
５
９
（
２
２
２
）
０
１
１
０

（
公
財
）暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン
タ
ー

℡（
０
１
２
０
）
３
１
８
９
３
０

尾
鷲
保
健
所

精
神
科
医
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

不
動
産
を
相
続
し
た
方
へ

〜
相
続
登
記
・
遺
産
分
割

を
進
め
ま
し
ょ
う
〜　

津
地
方
法
務
局

が
ん
患
者
と
家
族
の

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

in
東
紀
州「
個
別
相
談
会
」

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

1,100

三
重
県
警
か
ら

の
お
し
ら
せ

三
重
県
警
察
本
部

詳しくは
こちらから

ら

有料広告



町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！
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けんこうの広場

脳
の
健
康
教
室
「
脳
か
つ

教
室
」
受
講
者
募
集

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
自
殺

予
防
週
間
で
す
。

　

紀
北
町
は
県
内
で
も
自
殺
死
亡
率

が
高
い
地
域
で
す
。
自
殺
は
、
平
均

す
る
と
四
つ
の
要
因
が
複
合
的
に
連

鎖
し
て
起
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
う
つ
病
」
か

ら
「
自
殺
」
に
至
る
経
路
が
最
も
多

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

ま
ず
は
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
く
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。
町
で
は
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
を
利
用
し
て
心
の
状
態

が
わ
か
る
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
チ
ェ
ッ

ク
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
、

早
め
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
役
立
た
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
と
き

は
、
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
に

悩
み
を
相
談
す
る
人
が
多
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
家
族
や
友
人
な

ど
い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
ら
ま
ず

は
、
声
を
か
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

ま
し
ょ
う
。

①
変
化
に
気
づ
く

　

家
族
や
周
囲
の
変
化
に
気
づ
い
た

ら
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

②
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
る

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
耳
を
傾

け
ま
し
ょ
う
。

③
つ
な
ぐ

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

促
し
ま
し
ょ
う
。

　

S
N
S
で
の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま

す
。

④
見
守
る

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
⾒
守
る
！
み
ん
な
で
⽀
え
る
！

〜
誰
も
⾃
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

          

の
な
い
紀
北
町
を
⽬
指
し
て
〜

こ
こ
ろ
の
悩
み
を

か
か
え
て
い
ま
せ
ん
か

た
い
せ
つ
な
人
の
い
の
ち

を
守
る
た
め
に
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
？

読
み
書
き
・
簡
単
な
計
算
の
学
習
を

行
い
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
、
認
知
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象

65
歳
以
上
で
毎
週
１
回
の
教

室
へ
の
参
加
と
毎
日
10
分
程
度
の
自
宅

学
習
が
可
能
な
方

●
定
員

20
名
（
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

●
期
間　

９
月
24
日
（
水
）〜
令
和
８
年

３
月
11
日
（
水
）
毎
週
水
曜
日

●
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

上
里
集
会
所

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

９
月
18
日
（
木
）

こころの体温計は
こちらから

紀北町 こころの体温計

相談窓口や自殺対策の
取り組みなどの情報を掲載

まもろうよこころ
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けんこうの広場

【問い合わせ】 けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）までお願いします。

鍋にといだ米と水を入れる。
鍋にふたをして強めの中火にかけ、ぶくぶくと音がし沸騰しそうになったら
弱火にして 10 分加熱する。（ふたは開けない）
加熱後、ふたを開けて水分が残ってないか確認し、再びふたをして強火で10
秒加熱したら火を止め、ふたをしたまま10分蒸らせば完成！

１
２

３

ご飯の炊き⽅

乾燥わかめは細かめに砕いておく。
ボウルに材料を全て入れて混ぜ、16等分に分けてラップで包めば完成！

１
２

みそ⽟の作り⽅

【ご飯の材料（100g おにぎり 3 個分）】
米………………………………1合（150g）
水……………………220ml（米の1.5倍）

【みそ玉の材料（16個分）】
みそ…………………………………200g
かつお粉…………………大さじ3（25g）
乾燥わかめ………………………大さじ1
乾燥ネギ…………………………大さじ1

材料

９月は防災月間です。今回は『鍋で炊くご飯』と『みそ玉』を
作ってみましょう。

【おにぎり1 個あたり】 エネルギー……171kcal　たんぱく質…
…3.1g　脂質 ……0.5g 炭水化物 ……38.8g　塩分 ……0.0g

【みそ汁 1 杯（150ml）あたり】エネルギー……28kcal　たんぱく
質……2.4g　脂質 ……0.5g 炭水化物 ……3.8g　塩分 ……1.4g

鍋で炊くご飯とみそ⽟

　災害時に電気やガスが止まった場合、この方法をマス
ターしておけば卓上コンロでおいしいご飯を炊くことがで
きます。災害時に慌てないように平時よりガスコンロや電
磁調理器で練習しておきましょう。
　みそ玉を作って冷凍保存しておくと、お湯を入れるだけ
で即席みそ汁ができます。１個ずつに分けておけば、忙しい
朝やお弁当と一緒に持っていくことも可能です。
　保存期間は冷凍庫で３週間を目安に消費してください。

point ! 必ず米の量に対して1.5倍の水を入れてください。
ご飯の炊き方３の時点で水分が残っている場合は追加で 2～ 3分加熱してみてください。

!

診療時間　午前9時～午後5時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。

●詳しくは、救急医療情報センター
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

紀北医師会休日診療当番表

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

か と う 小 児 科
日
日
日

9/7
9/14
10/5

月日 曜日 病 院　名

℡47-3341

電　　話

こころの健康相談
日時・場所　ご相談に応じます。
対象 こころの健康に関する悩みを持つ方や
ご家族など

９月の健康カレンダー

お子さまのイベント

● すくすく子育て相談
日時：9 月 10 日（水）午前 10 時～11 時

　　 （受付：午前 10 時～10 時 30 分）

場所：東長島公民館

申し込み：不要

内容：子育てに関する各種相談、身体計測など

持ち物：母子健康手帳
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9 月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 紀伊長島図書室から

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「青の純度」/ 篠田節子
「楽園の瑕」/ 相場英雄
「われらみな、星の子どもたち」/ 増山実
「トラとミケ（7） まぶしい日々」
　　　　　　　　　　　   / ねこまき（ミューズワーク）

■児童図書
「ねこおうじとうみのいきもの」/ KORIRI
「ぶたすけのラッパ」/ やまざきひろし
「大人も知らない みのまわりの謎大全」/ ネルノダイスキ

「図書名」/著者名

■一般図書
「珈琲怪談」/恩田陸 
「受け手のいない祈り」/朝比奈秋
「薬草を食べる人びと」/垂見和磨
「水族館飼育員のただならぬ裏側案内」/なんかの菌

■児童図書
「考える力を育むよみきかせ  さらに！かがくのお話
25」/ 山下美樹
「だんごむしまつり」/山﨑おしるこ
「四つ子ぐらし21」/ ひのひまり

今月のピックアップ 今月のピックアップ

「渇愛 頂き女子
 　　　　りりちゃん」
宇都宮直子
小学館

「くよくよしたら手を洗おう。
世界の最新研究でわかったプチネガ気分が

スッキリする簡単な方法

内藤誼人
主婦の友社

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前 9時～午後 6時　土・日曜日 /午前 9時～午後 5時 ※正午～午後1時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

Excel 基本講座を開催します。

【問い合わせ・申し込み】
生涯学習センター ℡ 32-3915　教育委員会本庁生涯学習課 ℡ 46-3125

対象
町内在住または町内に勤務している方

募集期間　9 月 10 日（水）まで
会場・日時
● 生涯学習センター
9 月 24 日（水）午後 1 時 30 分～
または 25 日（木）午前 9 時 30 分～
●東長島公民館
9 月 26 日（金）午後 1 時 30 分～

または 27 日（土）午前 9 時 30 分～
※各回とも同じ内容で 2 時間程度の講座
になります。

受講料　200 円
※受講当日にお支払いください。

定員 各回 4 名（先着順）
申し込み方法
　希望する日を電話にて
お申し込みください。

日時 9 月 20 日（土）
　　　午前 11 時～
場所　海山図書室
てあそびやわらべうたを交えて、
キレイな色を目で見て楽しめる絵
本などを読み聞かせします♪

」
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戸籍の窓
【令和7年7月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｚ
Ｍ

Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ

弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会

場にて開催します。困り事、争い事の法律的な

ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お

気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30分以内で、定員は各場所５

名です。相談を希望される方は、前日までにご

予約をお願いします。

※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く

ださい。

※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴

訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間

に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし

て利用できません。

【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もし
ものときに備えましょう。
日時　9月 9日（火）　午後 1時～ 4 時
場所　海山消防署
※申し込みは前日までにお願いします。
【問い合わせ・申し込み】
海山消防署 ℡33-1119

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階

午後2時30分～5時

9月
17日（水）

お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

保
護
者

長　

島　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
Ｙ
Ｋ
Ａ

小
山
浦　

岩
﨑　

文
珂　

佳
孝

住　

所　

氏　

名　
　
　
（
年
齢
）

長　

島　

喜
多　

早
苗　
（
73
歳
）

長　

島　

東　
　

和
美

（
77
歳
）

長　

島　

東　
　
　

博

（
80
歳
）

東
長
島　

鎌
田　

久
子

（
100
歳
）

長　

島　

東　
　

美
幸

（
77
歳
）

島　

原　

谷　
　

義
一

（
87
歳
）

十　

須　

藤
井　

幹
代

（
87
歳
）

長　

島　

石
倉　

良
平

（
88
歳
）

長　

島　

脇　
　

市
郎

（
78
歳
）

長　

島　

東　
　

洋
子

（
84
歳
）

東
長
島　

鬼
頭　

京
子

（
89
歳
）

長　

島　

樋
口　

あ
い

（
106
歳
）

長　

島　

大
西
ま
す
み

（
94
歳
）

相　

賀　

小
川　
　

代

（
91
歳
）

中　

里　

石
橋　
　

純

（
91
歳
）

船　

津　

伊
藤
あ
さ
子

（
88
歳
）

引
本
浦　

世
古　

延
郎

（
99
歳
）

上　

里　

中
村
あ
つ
子

（
91
歳
）

相　

賀　

直
江　

ひ
で

（
79
歳
）

引
本
浦　

野
村　

江
子

（
80
歳
）

引
本
浦　

岩
﨑　

紀
之

（
81
歳
）

上　

里　

西
村　

和
子

（
91
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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2025.9
N
o.239

（
令
和
7
年
8
月
1
日
現
在
) ※
外
国
人
を
含
む

■
人
口
：
13,550

人
■
世
帯
数
：
7,574

世
帯

■
男
：
6,446

人
　
　

女
：
7,104

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

8 月12日、三重県立尾鷲高等学校、立教大学コミュニティ福祉学部、紀北町の三者による相互連携協定の締結式が執
り行われました。この協定は、地域に愛着を持つ人材を育て、紀北町へのUターン就職を目指す「人材還流プロジェクト」
の第一歩となるものです。
　また、昨年に引き続き、立教大学 3 年生の学生2人が 8月4日から13日までの10日間、紀北町役場でインターンシッ
プを実施し、紀北町PR動画の制作などの活動を通して、紀北町の魅力や課題について学びを深めました。
　今回の経験が、学生たちの今後の学びやキャリア形成に役立ち、紀北町の未来をより明るく照らしてくれることに期
待です。

三重県立尾鷲高等学校・立教大学コミュニティ福祉学部・
紀北町相互連携協定締結式

今月の『にじいろスマイル』の申し込みはありませんでした。
「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の
前月の10日までにお申し込みください。

申し込みはこちらから
【問い合わせ】　本庁企画課　℡46-3113
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